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Howis theweather?Howis theweather today?
Sunny?It’s sunny?Or cloudy?「今日はちょっと、う～ん、くもりにしよ
うか」It’scloudy.It’scloudy.「梅雨に入ったね」
What timeis it now?［twice］
OK.It’s 11:38.11:38.
Script 1-2：単語プリント（「とこたん」）を使ったペア練習
Next, let’s playTokotan.Let’s playTokotan.So open your file and
look at Tokotan sheet.
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Today,right person speaks Japaneseand left personanswersEnglish.
OK?




OK, stop please. Stop please. Next, switch. Right person speaks
Japaneseand left personanswersEnglish.OK?
Areyou ready?Start.



































































































What dayoftheweek is it today?
Yes,it’sThursday.












This ismypen.That ismypen.That’smypen.Is thatmypen?
Thisisyoureraser.Thatisyoureraser.That’syoureraser.Isthatyour
eraser?
This isa picture.That isa picture.That’sapicture.Is that apicture?









































































I’ll give you many cards.（配布しながら）Here you are. You’re wel-
come.
「まず、スヌーピーを一人決めてください」Raiseyourhand,Mr.Snoopy.











Who isSnoopy?［threetimes］OK.Thinking which I have.
「では、考えたところから、チャーリー・ブラウンさんは Let’sstart.」





OK.Next Snoopy?［twice］Raiseyour hand.Please raise your hand.
Who isnext Snoopy?［twice］




















































Openyour textbook to page 32.
Repeat after theCD.















「I havemanythings to do.とは『私はするべきことがたくさんあります』
という意味です」







（文法の基本練習問題について日本語で説明の後）Let’s start. Write your
answer.
OK?Stop.

























（生徒からの質問に答える活動）I haveno question today.「英語に関する
質問をしてくださいと言いましたが、何もありませんでした」



















Open your textbook to page 64,65.「教科書を見ながら本文を聞いてく
ださい」
（日本語で答え合わせ）
Script 5-3：アクティビティ
（プリントの会話文を参考にして、時間内にいろいろな人と会話をするゲー
ム形式のアクティビティ）Ready?Go.
「あと５秒」Stop.Back toyour seat.
「では２回戦」Standup,please.Ready?Go.
Finish.Back toyour seat.
Script 5-4：あいさつ
「挨拶しましょう」
「では終わります」
Goodbye,everyone.「終わります」
※プリントを使った本文理解、What’s wrong?を使ったアクティビティ、
教科書を参考にした会話文（６文）をペアで作成、の３つの活動で構成さ
れる授業であるが、説明および指示は基本的に日本語で行われる。
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【実習生６：英米学科３回生】
指導年月：平成29年11月
指導対象：私立高等学校１年生
科 目：コミュニケーション英語Ⅰ
使用教材：Landmark EnglishCommunicationⅠ（啓林館）
単 元：Lesson 7
言語材料：主格の関係代名詞which
Script 6-1：あいさつ
Standup,please.
Hello,class.
（生徒の返答）
OK.Sit down,please.
Script 6-2：本文の内容に関する質問
「今 CDで聞いたもらった本文の内容について質問します」
Mr.［X］.Mr.［X］.Pleaseraiseyourhand.
「本文に書かれてあったことについて質問します」
What isYakushimacalled?［twice］
（生徒の解答後）「そうですね。TheAlpsoftheSeaですね。屋久島はその
ように呼ばれています」
「もう一人質問します」
Mr.［Y］.Mr.［Y］.Pleaseraiseyourhand.
「質問します。エコツアーとはどのようなツアーですか」
（生徒の解答後、日本語で正解を再度確認）
Script 6-3：あいさつ
Standup,please.
Goodbye,everyone.
（生徒の返答）
Seeyou.
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※文法訳読式の授業で、指示および説明は日本語で行われる。生徒を指名す
るときは、“Mr.X.Mr.X.Pleaseraiseyour hand.”と名前を２回呼ん
で、手を上げさせる。
【実習生７：英米学科４回生】
指導年月：平成29年６月
指導対象：私立高等学校１年生
科 目：コミュニケーション英語ＩＢ
使用教材：総合英語 be 3rdEdition（いいずな書店）
単 元：受動態
言語材料：受動態の基本形、助動詞を使う受動態、疑問詞を使う受動態の
疑問文、前置詞に注意すべき受動態の表現
※グループワークで受動態を用いた文を作成。日本語で行われる授業。
※一度オールイングリッシュの授業を試みたが、ほとんどの生徒が理解でき
なかったとのこと。
【実習生８：英米学科４回生】
指導年月：平成29年10月
指導対象：公立高等学校２年生
科 目：コミュニケーション英語Ⅱ
使用教材：GroveEnglishCommunication II（文英堂）
単 元：Lesson 5
言語材料：CommunicationCorner 5［ホームページ］
※あいさつ、指示、説明等、すべて日本語で行われる授業。
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3．考 察
以上は教育実習生の発話した英語を忠実に再現したものであり、文字にして
みると英語として気になるところは多々見られる。たとえば、冠詞、名詞の単
数╱複数、時制、語彙等の誤りから、発言自体がやや意味不明なものも含まれ
ているが、実習生が生徒の前で授業をすること自体に慣れていないということ
も考慮しなければならない。実習生は相当緊張した状態で授業をしていること
は明らかであり、たとえば実習生２の場合、本来は「何秒で言
・
え
・
た
・
か、書いて
ください」と言うべきところを、実際には「何秒で書
・
け
・
た
・
か、書いてくださ
い」という言いまちがいをしており（スクリプトでは修正して記載）、日本語
の発話ですら意味不明のところも見られた。ただ “Congratulation.”(Script
2-4)は “Congratulations.”と複数形にすべきであろうし、「蛍光ペン」は
“marker”(Script 2-5)ではなく“highlighter”であろう。このようなミスに
は、気をつけたい。
文部科学省が平成28（2016）年度に公立の中学校および高等学校を対象に
実施した「英語教育実施状況調査」によると、授業で発話の半分以上を英語で
行っている教員の割合は、中学校の第１学年では64.3％、第２学年では63.2
％、第３学年では61.9％であった。平成29（2017）年度に公立中学校で教育
実習をしたゼミ生５名のうち３名、すなわち60％が発話の多くを英語で行っ
ており、くしくも「英語教育実施状況調査」の結果とほぼ合致している。同調
査によると、高等学校普通科の授業で発話の半分以上を英語で行っている教員
の割合は45.1％、英語教育を主とする学科では80.5％、国際関係に関する学
科では83.3％であると報告されている。高等学校で教育実習をした３人のゼ
ミ生は、一人が公立高校普通科での実習で、あとの２人は私立高校普通科での
実習であり、単純に「英語教育実施状況調査」の結果とは比較しがたい。しか
しながら、高校で実習を行った３人ともが、英語の発話が乏しいまたは皆無と
いう授業を行っており、中学校に比べて高等学校ではまだまだ英語を使用した
授業が展開されていない日本の現状を反映しているとも言える。実習生７のよ
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うに、オールイングリッシュの授業を試みたものの、生徒が理解できなかった
ということもあるように、必ずしも教育実習生の英語運用力が不足しているた
めに日本語による授業を展開していたというわけでもないようである。
平成29（2017）年度の教育実習生の授業を細かく記録して最も気になった
ことは、まだまだ英語を使う場面があるのではないかということである。授業
を生で見ている時には感じなかったのだが、あらためてその授業の音声データ
を聞き直してみると、日本語による雑談や余談がかなりあるということに気づ
く。たとえば、英語の歌を歌った後に日本語でのコメントが加えられていたが
（Script 1-3）、日本語でコメントをする必要があったのだろうか。授業の内容
とは直接関係のないものであるから、すべてを理解してもらう必要はなく、む
しろ、実際の英語でのコミュニケーションの場面を増やすためにも、生徒の理
解できる程度の英語でコメントすべきであったのではなかろうか。新出文法の
導入としてスモールトークが行われている事例もあったが（Script 3-2）、一
回話すだけで終わるのではなく、もう一度繰り返してみるとか、補足として絵
を使ってみるとか、できる限り日本語を介さずに生徒が英語をそのまま理解で
きるように工夫することもできたのではないだろうか。新出文法の説明までも
英語でしなければならないとは言わないにしても、できる限り不要な日本語を
話さないようにするという意識も必要であろう。生徒とは日本語が共通の言語
であるため、実習生がつい日本語を使ってしまうという気持ちもよく理解でき
るが、仮に日本語も理解できず、英語もごく簡単なものしかわからない生徒に
教えるとしたなら、どのようにして英語で話しかけるであろうかを想像してみ
るとよい。おそらく必要最低限のことしか話さないであろう。その意味では、
母語が異なり、片言の英語だけが共通言語であるような外国人とのコミュニケ
ーションの経験は役に立つかもしれない。
文部科学省の平成28年度「英語教育実施状況調査」によると、英検準１級、
TOEFL PBT550点以上、CBT213点以上、iBT80点以上、TOEIC730点以上
のほか、GTEC、国連英検、ケンブリッジ英検などの試験結果において
CEFR B2レベル相当以上のスコア等を取得している英語担当教員の割合は、
公立高校では62.2％、公立中学校では32.0％となっている。授業における英
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語の発話を増やすためには、教員の英語力を向上させることは不可欠であろう。
たとえば社会問題に関するディベートをするためには、知識と高度な英語力は
欠かせない。しかしながら、日常生活レベルの実際の英語運用力については、
どうであろうか。CEFR B2レベルの英語資格を持っていたとしても、だから
といって必ずしも日常生活レベルの会話も流暢であるということは保証されて
いるわけではない。その意味では、英語科教員を目指す学生には、高度な英語
力を身につけることを促すとともに、教室英語の訓練や、生徒の理解度に応じ
て話す TeacherTalkの訓練も必要なのである。
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